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Yb3F4S2は空間群 I4/mmm に属する正方晶化合

物である。図 1 に示すような縦長な構造を持ってお
り、格子定数は a=3.845 Å, c=18.82 Å である。
この結晶構造は YbF2と YbFS の積層構造と見なす
こともでき、イオン価数のバランスから、2 種類存
在する Yb サイトに 2 価と 3 価の Yb が棲み分け、 
(Yb2+)(Yb3+)2(F

-)4(S
2-)2 の状態を実現していると提

案されている。[1] 実際、Eu3F4S2 ついては帯磁率
測定から、(Eu2+)(Eu3+)2を仮定すると説明できるキ
ュリー定数が観測されている。Yb3F4S2 に関しての
物性報告はこれまでなく、今回、育成に成功した単
結晶試料による基礎物性測定結果について報告する。 
得られた結晶は黒色の板状であり、c 面で劈開す

る四角形の形状をしている。X 線回折実験から見積
もった格子定数の値は文献とほぼ一致し
た。0.4K までの磁化測定において、磁気
相転移を示唆する異常は観測されず、 帯
磁率は極低温までキュリー的な振る舞い
を示した。また、見積もられた有効ボー
ア磁子は、Eu3F4S2のように Yb が 2 価
と 3 価の状態に奇麗に分かれているモデ
ルでは説明できなかった。図 2 に比熱測
定の結果を示す。1K 付近にショルダー型
の異常が観測され、この異常は磁場の増
加と供に高温側へ移動した。同時に、磁
場により、残留エントロピーが解放され
る振る舞いが観測された。 
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図2. Yb3F4S2の各磁場下での比熱の温度依存性。 
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図1. Yb3F4S2の結晶構造。 


